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１．「矢部川水系河川整備計画」の概要



１．矢部川水系河川整備計画の概要
筑後川河川事務所

河川整備基本方針と河川整備計画について

河
川
整
備
計
画

河
川
工
事
・
河
川
の
維
持

河川整備基本
方針

河川整備基本方針
の決定・公表

河
川
整
備
基
本
方
針

内容 基本方針
基本高水、計画高水流量等

社会資本整備審議会
（一級河川）

都道府県河川審議会
（二級河川）

意見

都道府県河川審議会
がある場合

内容 河川整備の目標
河川工事、河川の維持の内容

河川整備基本方
針の案の作成

原 案

河川整備計画の
案の決定

河川整備計画の
決定・公表

学識経験者

関係住民

地方公共団体の長

意見

意見

意見

（河川整備基本方針）

第十六条 河川管理者は、その管理する河川について、計画高水流量その他当該河川の河川工事及び河川の維持（次条
において「河川の整備」という。）についての基本となるべき方針に関する事項（以下「河川整備基本方針」という。）を定め
ておかなければならない。

（河川整備計画）

第十六条の二 河川管理者は、河川整備基本方針に沿つて計画的に河川の整備を実施すべき区間について、当該河川
の整備に関する計画（以下「河川整備計画」という。）を定めておかなければならない。
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

策定の経緯

多方面からの意見を収集
住民説明会の開催（５箇所） 意見箱（２４箇所）

ホームページ ＦＡＸ

矢部川水系河川整備計画（案）の公表（平成２３年１２月１５日）

矢部川水系河川整備計画策定・公表（平成２４年２月２日）

第１回矢部川学識者懇談会開催 （平成２３年１月１８日）

・県知事意見聴取
・関係機関協議
・他省庁協議

矢部水系河川整備基本方針 策定（平成１９年１１月２２日）

矢部川水系河川整備計画【原案】の公表（平成２３年９月１３日）

第２回矢部川学識者懇談会開催 （平成２３年３月１７日）

第３回矢部川学識者懇談会開催 （平成２３年３月２３日）

第４回矢部川学識者懇談会開催 （平成２３年５月１０日）

第５回矢部川学識者懇談会開催 （平成２３年９月１３日）

第６回矢部川学識者懇談会開催（平成２３年１１月１６日）

筑後川河川事務所
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

矢部川水系河川整備計画の基本的な考え方

【計画の主旨】
本計画は、以下に示す河川法の３つの目的が総合に
達成できるよう、河川法第16条に基づき平成19年11月
に策定された「矢部川水系河川整備基本方針」に沿って、
河川法第16条の二に基づき、当面実施する河川工事の
目的、種類、場所等の具体的事項を示す法定計画を定
めたものです。

１）洪水、津波、高潮等による災害発生の防止
２）河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持
３）河川環境の整備と保全

【計画の対象区間】
本計画の対象区間は、矢部川水系の国管理区間であ
る23.2kmを対象としています。

【計画の対象期間】
本計画の対象期間は、概ね20年間としています。

※策定後の出水や社会状況等の変化、事業実施後の河川環境に係
るモニタリングの結果や新たな知見、技術の進捗等を反映しつつ
必要に応じて適宜見直しを行っていきます。

矢部川流域図

筑後川河川事務所
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

基本理念

「水」と「緑」と「人」がめぐりつながる 矢部川

治 水：安心、安全に暮らせる川づくりを目指します
利 水：限りある川の恵みを大切にします
環 境：豊かな河川環境を保全します

筑後川河川事務所

-5-



１．矢部川水系河川整備計画の概要

流域の概要

筑後川河川事務所

0m 2km 4km 6km

久留米市

広川町

うきは市

大木町

大川市

大牟田市
おおむた

柳川市
みやま市

筑後市

八女市
や め

ちくご

やながわ

佐賀県

熊本県

大分県

福岡県

南関町

上流部

中
流
部

下
流
部

福岡県

大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

佐賀県

長崎県

船小屋船小屋
ふなごや

やすでばし

安手橋安手橋

有
明
海

河口河口

三国山
（標高994m）

みくに

日向神峡谷

西鉄天神大牟田線

九州自動車道

ＪＲ鹿児島本線
九州新幹線

有明海沿岸道路

国道3号線

筑後船小屋駅

凡　例

：基準地点

：主要地点

：矢部川流域

：県界

：市町村界

：国管理区間

：ＪＲ鹿児島本線

：九州自動車道

：国道３号線

：西鉄天神大牟田線

：九州新幹線
：有明海沿岸道路

流域面積(集水面積) ：647km2

幹川流路延長 ：61km

流域内人口 ：約17万人

想定氾濫区域面積 ：124.7km2

想定氾濫区域内人口 ：約11.5万人

想定氾濫区域内資産額 ：約1兆6,000億円
主な市町村：筑後市、柳川市、みやま市等

矢部川は、その源を福岡、大分、熊本の3県にまたがる三国山（標高994m）に発し、日向神峡谷を流下し、中流部

において支川星野川、さらに辺春川、白木川等を合わせながら筑後平野を貫流し、途中沖端川を分派して、下流部

で飯江川、楠田川と合流し有明海に注ぐ、幹川流路延長61km、流域面積647km2の一級河川です。

矢部川水系流域図
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

降雨特性

筑後川河川事務所

主要地点の月別降水量

九州の気候分布図

流域の気候は、上流部が山地型、中下流部が内陸型気候区に属しています。

年平均気温は八女市黒木町で約15℃であり、流域の降雨分布は上流部が多雨地帯となっており、年降水量は

2,000mm～3,000mmに達します。そのうち約4割が6月から7月上旬にかけての梅雨期に集中し、台風の発生時期と合

わせた6月から9月の4ヶ月間の降雨量は年降水量の約6割を占めています。

日本海型

内海型

山地型

南海型

西海型

内陸型

鹿児島市

宮崎市

熊本市

大分市

福岡市

佐賀市

長崎市

矢部川流域
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黒木観測所（気象庁）

年平均気温15.2℃

昭和56年～平成22年の30年間の平均値

流域平均年間降水量の分布
【平成18年～平成22年】

主要地点の月別日平均気温
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柳川 (気 ) 瀬高 (国 )

舞鶴 (国 )

白木 (国 )
辺春 (県 )

黒木 (気 )

耳納山 (気 )

杠葉 (国 )

吹原 (国 )

土取 (県 )

池の山 (県 )

柳峠 (県 )

椿ヶ鼻 (気 )

御側 (県 )

柴庵 (県 )

文字岳 (県 )

雨量観測所管理者
凡　　　例

（国）:国土交通省
（県）:福岡県
（気）:気象庁

2800mm ～
2600mm ～ 2800mm
2400mm ～ 2600mm
2200mm ～ 2400mm
2000mm ～ 2200mm
1800mm ～ 2000mm
1600mm ～ 1800mm

凡　　例
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

地形特性

筑後川河川事務所

矢部川流域の地形は、上流部は東側の釈迦ヶ岳山地を中心として矢部川、御側川、星野川などによって浸食された
複雑で急峻な山地を形成しています。
上流部は山地で急峻な地形で、中流部では扇状地が広がっています。下流部は沖積平野を形成しており、海岸付近
では干拓地が広がる低平地となっています。
矢部川の平水位は堤内地盤高よりも高いため、筑後平野における灌漑用水の大半を供給しています。
人口資産は中流部から下流部に集中しています。



１．矢部川水系河川整備計画の概要

土地利用

筑後川河川事務所

土地利用図凡例

:山地
:畑
:その他草地
（草地帯植生、人工地植生）
:水田
:宅地

出典：
この地図は、国土交通省土地・水資源局調査・編集の
「20 万分の1 土地保全図シームレスデータ(福岡県土地保全図：1987年）」
の一部を使用し、作成したものである。

耕地面積
（田・畑）
24%

住宅その他
2%

森林地域
74%

矢部川の流域は、福岡県南部に位置し、関係市町数は5市2町におよび中下流部には柳川市、筑後市、みやま市と
いった主要都市を有しています。
流域の土地利用は山地等の森林地域が約74％、水田・畑が約24％、宅地等の住宅地が約2％となっています。
矢部川の河川水は古くから日本有数の穀倉地帯である筑後平野の農業用水や発電用水に幅広く利用され、筑後地方
における産業活動の礎になっています。

クリーククリーク

土地利用分類図

土地利用の状況
（第9回河川現況調査 平成22年3月）

-9-



１．矢部川水系河川整備計画の概要

主要産業

筑後川河川事務所

矢部川流域内の主幹産業は、農業や林業、漁業を中心とする第一次産業で、矢部川上流では林業や茶・みかん栽培、ま
た下流有明海沿岸ではノリ養殖が盛んで、第二次産業としては矢部川中流での酒造業も盛んです。

茶は八女市を主産地としており、高級ブランド「八女茶」として全国的に知られ、なかでも八女市の中山間地に
て生産される「玉露」は全国生産量の約4分の1を占め、「全国茶品評会」において『農林水産大臣賞』を受賞す
るなど高い評価を受けています。
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160,000
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220,000
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口
（
人
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第一次産業 第二次産業 第三次産業

八女茶の栽培風景（八女市）

ノリ養殖（矢部川河口付近）

矢部川流域内関係市町村産業別人口構成

玉露茶の全国生産量
第56次福岡農林水産統計年報（平成22年5月）
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

河川の自然環境

筑後川河川事務所

下流部は感潮区間（約10km）となっており、有明海特有の汽水環境を有するとともに干拓により広がった田園地帯を緩やかに蛇行し、
河口付近では干潟を形成しています。

中流部は花宗堰から扇状地が広がり、緩やかに蛇行しながら流下し、河床は主に礫・砂で河原が形成されています。
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区分 下流域 中流域（中流１） 中流域（中流２）

区間
矢部川(0.0k～10.2k)
飯江川(0.0k～2.4k)
楠田川(0.0k～0.2k)

矢部川(10.2k～14.6k)
飯江川(2.4k～3.6k)

矢部川(14.6k～19.4k)

地形 平地 平地 市街地、平地

特性 汽水域、干潟 湛水区間、細流 瀬・淵、河畔林

河床材料 泥　ガタ土 礫 礫・大礫

勾配 1/2,000～1/10,000 1/750 1/500～1/750

植物相
ヨシ群落、ヒロハマツナ等の塩生植物
群落

ツルヨシ群落 クスノキ林、竹林等の河畔林

動物相
アリアケシラウオ、ムツゴロウ、ハラ
グクレチゴガニ、シギ・チドリ類

アユ、オイカワ、ギンブナ、オヤニラ
ミ、タナゴ類、イシガイ

アユ、オイカワ、タナゴ類、メジロ、
ヒヨドリ、イシガイ、ゲンジボタル

下流部 中流部２ 中流部１

低平地

シルト・粘土 礫

ヒヨドリ、ゲンジボタル



１．矢部川水系河川整備計画の概要

河川利用

筑後川河川事務所

矢部川の河川空間は、多様な自然環境や河川敷のオープンスペースを活用して様々な目的で
利用されています。平成２１年度の河川水辺の国勢調査による河川空間利用者数は年間約２１
万人となっており、散策、釣り、水遊び等、多岐にわたって多くの人々に利用されています。
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H21年度 空間利用実態調査結果

水　面
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22%

推定年間利用者数（H21年度） 約２１万人

【柳川川下り】

【中島漁港】

【中ノ島公園】

【筑後広域公園】

【日向神峡】



基準地点
目標流量

(m
3
/s）

洪水調節量

(m
3
/s）

河道流量

(m
3
/s）

船小屋 3,100 300 2,800

【洪水対策】
・戦後第２位相当となる平成２年７月洪水を概ね安全に流下させること
が可能となるよう河川整備を進めます。

【高潮対策】
・伊勢湾台風規模の台風が矢部川河口に最も危険となるコースを通過
した場合に想定される高潮に対して安全が確保できるよう努めます。

【堤防の浸透及び地震に対する安全性】
・既設の堤防については、洪水における浸透や浸食、地震に対する所
定の安全性を確保するための対策を実施します。

【内水対策】
・内水被害が発生する区域においては、地域・関係機関等と連携・調整
を図りつつ、被害軽減に向けた検討・整備を行い、内水被害の軽減対
策を実施します。

※この他、「河川の維持管理」として適切な河川の維持管理の実施や、「危機管理対策」
として自助・共助・公助のバランスの取れた地域防災体制の確立等を掲げています。

１．矢部川水系河川整備計画の概要

整備計画の目標

治 水 利 水

環 境

【河川の適正な利用】
・河川の適正な利用に関しては、流況、取水実態等を踏まえ、関係
機関と連携しながら適正な水利用を目指します。

【流水の正常な機能の維持】
・流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、関係
機関と連携して、クリーク等を介した複雑な農業用水の利用特性
を把握した上で設定します。

【自然環境】
・治水、利水との調和を図りつつ、矢部川の多様な動植物が生息
・生育・繁殖できる水辺環境の保全・再生を目指します。

【水 質】
・下水道等の関連事業や自治体等の関係機関、地域住民との連
携を図りながら、現状の良好な水質の保全とさらなる水質の向
上を目指します。

【河川利用】
・河川利用へのニーズ、周辺状況の変化等を踏まえ、関係機関及
び地域住民と連携して、安全性及び利便性に配慮した河川整備
及び維持を目指します。

【景 観】
・今後とも関係機関と連携しながら、河川景観、周辺の土地利用と
の調和や既存景観計画等を踏まえた河川整備及び維持を目指
します。

矢部川における整備目標の基準地点流量

筑後川河川事務所
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

洪水・高潮対策に関する施行の場所

筑後川河川事務所
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矢部川高潮対策
【矢部川右岸2/600～4/950 嵩上げ・拡幅】

矢部川高潮対策
【矢部川左岸2/670～4/400 嵩上げ・拡幅】

飯江川橋（車道橋）
【飯江川2/250　架替】

矢部川洪水対策
【矢部川左岸17/150　嵩上げ・拡幅】

飯江川洪水対策

【飯江川左岸2/200～2/300　嵩上げ・拡幅】

矢部川洪水対策
【矢部川右岸15/200～15/600　嵩上げ・拡幅】

飯江川洪水対策
【飯江川左岸1/200　拡幅】

矢部川洪水対策
【矢部川左岸10/600～10/700　拡幅】

矢部川洪水対策

【矢部川左岸16/000～16/200　拡幅】

矢部川洪水対策
【矢部川右岸17/150　嵩上げ・拡幅】

樹木伐採
【矢部川左右岸17/000～18/000】

楠田川高潮対策
【楠田川左岸0/000～0/100 嵩上げ・拡幅】
【楠田川左岸0/200～0/400 嵩上げ・拡幅】
【楠田川左岸0/500～0/615 嵩上げ・拡幅】
【楠田川右岸0/200～0/615 嵩上げ・拡幅】
【楠田川0/600 楠田川防潮水門設置】

：他事業区間



筑後川河川事務所

２．「矢部川水系河川整備計画」
策定時からの変化
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筑後川河川事務所

河川を取り巻く社会状況の変化
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

近年の大雨の発生状況

筑後川河川事務所

-17-

１時間降水量80mm以上の年間発生回数（1000地点あたり）

１時間降水量50mm以上の年間発生回数（1000地点あたり）
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■近年、全国的に１時間50mm以上や80mm以上の大雨の頻度が増加傾向になっています。



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

近年の災害の発生状況

筑後川河川事務所
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H22 ゲリラ豪雨(7月)

加
古
川

東京都北区、板橋区

弥陀次郎川

堤防決壊
L=50m

矢
部
川

H24九州北部豪雨（7月）

白川
（熊本市）

矢部川

矢部川（福岡県柳川市）

H24 九州北部豪雨（7月）

相野谷川

ひがしむろ なちかつうら なち

和歌山県東牟婁郡那智勝浦町那智川支川

土石流発生

和歌山県田辺市熊野

H23 台風１２号（９月）

河道閉塞

H23 台風１２号（９月）

H25 島根・山口豪雨（7月）

H25 台風１８号（９月）

鹿児島県さつま町

がけ崩れ

H22 梅雨前線（7月）

■近年、豪雨や台風等により、各地で甚大な被害が発生しており、平成２４年７月の九州北部豪雨では矢部川
において甚大な被害が発生した。

H24九州北部豪雨（7月）

山国川（大分県本耶馬渓町）
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

平成２４年７月 九州北部豪雨災害
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平成24年7月14日 0時～12時

水位の状況（船小屋）
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過去60年間で第1位であり、かつ基本
高水のピーク流量以上の流量を記録

過去60年間で第1位であり、かつ既定
計画の対象降雨の降雨量以上の雨量
を記録

はん濫危険水位を約5時間超過

福岡県南、矢部川流域に集中

矢部川流域

約4,000m3/s
（実績）

平成24年7月13日 0時～ 14日24時

計画高水位9.53m

はん濫危険水位 8.40m
避難判断水位 7.80m

水防団待機水位 4.50m

はん濫注意水位 6.00m
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最高水位
7月14日9:00 9.76m
※観測史上最高

既往最高水位
H2年7月2日 7.74m

約5時間（7:30～
12:30）

対象降雨継続時間（9時間）内雨量：232mm/9hr既定計画の対象降雨の降雨量：232mm/9hr

4,419

3,9923,942

主な洪水被害

船小屋水位観測所において、約5時間にわたってはん濫危険水位を
突破
国管理区間の1ヵ所で堤防が決壊し、柳川市などにおいて浸水被害
が発生
沖端川では一部区間で越水し、2ヵ所で堤防が決壊、柳川市などに
おいて浸水被害が発生
矢部川沿川および沖端川沿川で1,808戸の家屋・事業所等が浸水

堤防の決壊状況（矢部川右岸7.3k）

矢部川

堤防からの越水状況
（沖端川11.5k付近）

柳川市三橋町
中山地区

沖端川
床上 床下 計

柳川市 465 816 1,281

みやま市 203 187 390

筑後市 29 105 134

八女市 0 3 3

全体 697 1,111 1,808

河川 市町
浸水戸数（戸）

矢部川
沖端川

※浸水戸数は国管理区間及び県管理区間の
浸水被害を合わせたものであり、内水によ
る被害も含まれています。

7月14日出水による浸水家屋調べ

矢部川・沖端川の浸水戸数等

筑後川河川事務所
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黒木雨量観測所



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化
筑後川河川事務所

平成２４年７月 九州北部豪雨災害（矢部川右岸7k300付近の堤防決壊状況）
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化
筑後川河川事務所

●７月１４日１５時３５分に応急復旧工事に着手し、１６日５時３０分までに堤防高・断面を確保させ、１７日７時３０分に堤防表面を補強する

法覆工を完了させました。

●本復旧工事については平成25年3月に着手し、平成２５年度の出水期までに完了しています。

堤防決壊状況（H24.7.14）
（堤防決壊時刻 １３：２０）

応急復旧工事着手（H24.7.14 １５：３５時点） 応急復旧工事【堤防高・断面確保】
（H24.7.16 ５：３０時点）

矢部川

矢部川

応急復旧工事完了【法覆工完了】
（H24.7.17 ７：３０時点）

本復旧工事状況（H25.5.1時点） 本復旧工事完了（H25.5.30）

堤防決壊後 約２時間で工事着手 堤防決壊後 約４０時間で堤防断面確保

堤防決壊後 ２日と１８時間で
応急復旧工事完了

平成２４年７月 九州北部豪雨災害
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

平成２４年７月出水における矢部川堤防決壊について

筑後川河川事務所

平成２４年７月出水は、基準地点の船小屋観測所のピーク水位が既往最高水位を約２ｍ超過し、さらに５時間以上、はん濫危険水位を上
回る観測史上最大の洪水となり、矢部川及び派川沖端川の堤防決壊（矢部川１箇所、沖端川２箇所）が発生しました。また、矢部川本川の
堤防変状等は１８箇所にのぼっています。（堤防決壊１箇所、亀裂・陥没・漏水１７箇所）

-22-

黒木雨量観測所



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

平成２４年７月出水における矢部川堤防決壊について

筑後川河川事務所

-23-

矢部川の堤防決壊の原因究明を行うために、平成２４年８月２日に「矢部川堤防調査委員会」を設置し、現地調査を含め、計４回審議を行いました。



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

平成２４年７月出水における矢部川堤防決壊について

筑後川河川事務所

-24-

矢部川堤防調査委員会において検討した結果、矢部川右岸７．３ｋ付近の堤防決壊は、下記要因が複合的に重なった事による基礎地盤からのパイピング
が主たる原因と判断された。



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

平成２４年７月出水における矢部川堤防決壊について

筑後川河川事務所
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

平成２４年７月出水に対する対応

筑後川河川事務所

■計画高水流量を上回る洪水が発生し、矢部川直轄管理区間のほぼ全区間（5k～18k）にわたって計画高水位を超過し川裏堤防法尻部などで
漏水が発生しました。

■対策として、堤防の拡幅および堤防質的強化対策を行う「矢部川激甚災害対策特別緊急事業」と、法線是正（引堤）を行う「河川大規模災
害関連事業」により堤防決壊のリスクを軽減させます。
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

矢部川水系河川整備基本方針の変更（平成２６年６月１２日）

筑後川河川事務所

■矢部川水系の河川整備基本方針については、平成19年11月に策定しているが、その後の平成24年7月の九州北部豪雨において既往最大の洪水
が発生し、甚大な浸水被害が生じたこと等を踏まえて、平成26年6月に変更を行った。
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化
筑後川河川事務所

28

■近年の大規模災害の発生を受け、水防法及び河川法の改正等により、河川に関する新たな施策が進められている。

平成25年4月
社会資本整備審議会河川部会が「安全を持続的に維持するための
今後の河川管理のありかたについて」答申

平成25年7月
水防法及び河川法改正

浸水想定区域内の事業所の避難計画など地域防災力の向上
河川管理者による水防活動への協力
事業者等による自主的な水防活動の促進
河川管理施設等の維持又は修繕
河川協力団体制度の創設。

「安全を持続的に維持するための今後の河川管理のありかた
について」答申 平成25年4月

「水防法及び河川法の一部を改正する法律の施行期日を定める政
令」及び「河川法施行令及び河川管理施設等構造令の一部を改正す

る政令」について 平成25年7月

水防法及び河川法の改正等

-28-



筑後川河川事務所

河川整備計画策定時からの事業進捗

-29-



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

当面整備

当面整備後の整備

筑後川河川事務所

当面の整備予定等

実施済み箇所

-30-
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矢部川高潮対策
【矢部川左岸2/670～4/400 嵩上げ・拡幅】

飯江川橋（車道橋）
【飯江川2/250　架替】

矢部川洪水対策
【矢部川左岸17/150　嵩上げ・拡幅】

飯江川洪水対策

【飯江川左岸2/200～2/300　嵩上げ・拡幅】

矢部川洪水対策
【矢部川右岸15/200～15/600　嵩上げ・拡幅】

飯江川洪水対策
【飯江川左岸1/200　拡幅】

矢部川洪水対策
【矢部川左岸10/600～10/700　拡幅】

矢部川洪水対策

【矢部川左岸16/000～16/200　拡幅】

矢部川洪水対策
【矢部川右岸17/150　嵩上げ・拡幅】

樹木伐採
【矢部川左右岸17/000～18/000】

楠田川高潮対策
【楠田川左岸0/000～0/100 嵩上げ・拡幅】
【楠田川左岸0/200～0/400 嵩上げ・拡幅】
【楠田川左岸0/500～0/615 嵩上げ・拡幅】
【楠田川右岸0/200～0/615 嵩上げ・拡幅】
【楠田川0/600 楠田川防潮水門設置】

：他事業区間

中島地区（高潮対策）
【矢部川4k000～4k950右岸　嵩上げ・拡幅】

矢部川下流右岸（高潮対策）
【矢部川2k600～4k000右岸 嵩上げ・拡幅】



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

矢部川下流右岸高潮対策

筑後川河川事務所
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矢部川右岸高潮対策

■矢部川右岸高潮対策諸元
・矢部川右岸２ｋ６００～４ｋ０００
・Ｌ＝１，４００ｍ
・Ｈ＝ＴＰ．７．００ｍ

整 備 前

整 備 後

○ 矢部川において、高潮被害の防止を
目的に堤防の嵩上げを実施



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

旧南筑橋地点築堤等

筑後川河川事務所
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旧南筑橋地点築堤等

■旧南筑橋地点築堤等諸元
・矢部川左右岸１７ｋ１５０
・堤防嵩上げ、拡幅
※旧南筑橋撤去と併せて福岡県にて対応

整 備 前

整 備 後

旧南筑橋

新南筑橋

○ 洪水被害の防止を目的に堤防の嵩上
げ、拡幅を実施



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

中島地区高潮対策

筑後川河川事務所
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中島地区高潮対策

■中島地区高潮対策諸元
・矢部川右岸４ｋ０００～５ｋ０００
・Ｌ＝１，０００ｍ
・Ｈ＝ＴＰ．７．００ｍ

整 備 前 現在の状況

【H２３年３月撮影】-33-

○ 中島地区の高潮被害の防止を目的に
事業実施中



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

矢部川激甚災害対策特別緊急事業

筑後川河川事務所

■矢部川激特事業の概要（直轄分）
・事業区間：矢部川5k000～19k400（L＝14.4km）
・事業費：約105億円
・事業期間：平成24年度より概ね5年間
・整備メニュー：堤防質的強化等

覆土ブロック

覆土（一枚法化）
張芝

止水矢板工

覆土（一枚法化）

施工前

矢部川

激特事業区間L=14.4km

工事完了後

施工前

-34-

中和処理装置の活用

環境への配慮事項

基準地点でのpH測定

対策工イメージ

激特事業住民説明会

○ 矢部川本川において堤防の質的強化及び築堤を集中的に実施中

←覆土ブロックの使用により、堤防表面
を土（芝）にて施工を行うことによって
景観、環境への配慮を実施

覆土ブロック施工状況



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

河川の維持管理等

筑後川河川事務所

■矢部川水系河川維持管理計画の策定
（Ｈ２４．５策定）

■目的・概要
長年の経験等に培われて実施されてきた

河川維持管理の適確性と効率性の向上を図
りつつ、河川整備計画に沿った計画的な維
持管理を実施するために、河川維持管理の
具体的な内容を定めたもの。

河川巡視点検（土木） 施設点検（電気通信）

施設点検（機械）

■「河川協力団体」の指定
（Ｈ２６．３．３１/１団体指定）

■目的・概要
河川協力団体制度とは、

自発的に河川の維持、河川
環境の保全等に関する活動
を行うＮＰＯ等の民間団体
を支援する制度です。

矢部川水系においては、平成２６年３月３１日付けで、
以下の団体が指定されました。

①河川管理者に協力して行う河川工事
又は河川の維持
②河川の管理に関する情報又は資料の
収集及び提供
③河川の管理に関する調査研究
④河川の管理に関する知識の普及及び
啓発

河川協力団体は、以下のような活動を行います。

河川敷清掃

矢部川をつなぐ会

-35-



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

河川の維持管理等

筑後川河川事務所

-36-

整備の事例

■河川管理施設の維持管理

■堤防の維持管理 ■樋門・樋管、排水機場等の維持管理
・定期的な除草・堤防点検 ・日常的な点検整備
・平常時、洪水時の河川巡視 ・老朽化施設の点検・修繕

定期的な除草・点検・補修の実施

堤防の除草 必要に応じて堤防の補修を実施

施設の点検

平常時・洪水時の河川巡視

日常的な施設点検整備の実施

老朽化施設の点検・修繕

主要な河川管理施設の整備状況と経過年数

樋門・樋管などの河川管理施設は、コンク
リート部材の劣化による老朽化などにより、
治水機能が低下するおそれがあります。

現在、河川管理施設の約３５％が完成後５
０年以上経過しているため、点検と診断を
行い、計画的に施設の維持修繕を行います。

コンクリート点検状況

施設点検状況

洪水時巡視平常時巡視

必要に応じて施設の補修を実施

樋門
樋管

水門
排水
機場

堰
床止

陸閘 閘門 合計

矢部川 33 1 2 4 17 - 57



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する現状と課題

筑後川河川事務所

-37-

■矢部川では水利用のほとんどを農業用水と水力発電用水が占めている。

■矢部川では取水した水を流域内のクリークに一度貯留してから利用し、複数の水路・河川を通じてクリークに水を供給しており、クリークの
水は反復利用している。また、取水形態や水利用等に不文の慣行が存在する。

■矢部川の課題として、その時々の流況や各地域の水事情に応じ複雑な取水量の調整がなされていることから、同一期間内でも各水利用
者の実績取水量は大きく変動し水利流量の設定が難しく正常流量の設定が困難な状況にある。

正常流量設定に向けたフロー図

正常流量決定

取水実態の把握

【課題】
・複雑な農業用水の利用特性が不明
（クリークを介した水使い）

・ 慣行水利を含む農業用水取水量の把握
（取水量報告・同日流量観測）

【維持流量】＋【水利流量相当流量】

水利流量相当流量の設定

方針策定後
の取組み

関係機関

・ 水利組合、農政局からの水利用実態の聞き取り
・ 環境調査の実施
・ 矢部川関連懇談会等での情報提供

・ クリーク容量の把握

・ 渇水時における矢部川からの取水、ため池から
の補給等関連水源運用ルールの詳細把握

・ クリーク内の樋管等の運用規則の把握

現状の水利権量をクリーク貯留分と水田への用
水供給のための取水量に分離

今後の
取組み

・ 矢部川水系水利用計算モデルの構築

・ 渇水時の水運用シミュレーションの実施

正常流量設定に向けての取り組み及び成果

・慣行水利を含む取水量の把握、同日流量観測
→ 水利権量内の取水が行われていることを確認。
→ 現在のクリークを介した水使いでは、水利権量で与える最大取水量は必要である
ことを確認。

・水利組合、農政局からの水利用実態の聞き取り
→ 他の河川とは異なるクリークを介した水使いを行っている。ほ場整備等により整備
された幹線水路に関する容量や還元率などを農政局より聞き取り。

→ クリークの水源として、①クリークへの初期貯留、②矢部川自流取水、③域内ため

池貯留水、④日向神ダム貯留水、⑤花宗ため池貯留水、⑥筑後川下流用水 の
順となっている。

→ クリークの容量把握のための測量や貯留量把握のための水位観測等、クリーク
内における調査の実施について利水者から理解が得られなかった。

・環境調査の実施
→ 継続的な環境調査や平成24年7月出水後調査（平成25年実施）より、正常流量設
定に関する環境面で大きな変動はなく、維持流量設定について平成19年当時と変
更無し。

・矢部川関連懇談会等での情報提供
→ 矢部川に関連する懇談会等で情報提供することにより、矢部川独自の正常流量
設定に向けた下地づくりを実施。

今後の対応方針

○流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、今後、流量調
査や環境調査等、河川や流域における諸調査を踏まえ、クリーク等を介した
複雑な農業用水の利用特性を把握した上で決定するものとする。
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水質の保全

筑後川河川事務所
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■実態の把握
○水質調査の実施とデータの公表・蓄積
■啓発活動
○水生生物調査の実施
■水質対策
○「筑後川・矢部川・嘉瀬川水質汚濁対策連絡協議
会の開催
○オイルフェンス。吸着マット等による水質事故対策
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浦島橋（河川B）
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上矢部川橋（河川A）

浦島橋

船小屋

上矢部川橋

日向神ダム

A類型

（注）船小屋、浦島橋（国土交通省測定）のBOD75％値は年で、上矢部川橋（福岡県測
定）のBOD75％値および日向神ダムのCOD75％値は年度で整理。

水質調査結果（経年変化）

水生生物調査の実施状況

水質汚濁対策連絡協議会の実施状況
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３．現河川整備計画の課題と
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３．現河川整備計画の課題と対応方針（案）
筑後川河川事務所

社会を取り巻く状況の変化

○平成１９年１１月に策定された「矢部川水系河川整備基本方針」を踏まえて、平成２４年
２月に「矢部川水系河川整備計画」を策定。

○河川整備計画策定後の平成２４年７月に既往最大の洪水となる九州北部豪雨により、
矢部川では1,808戸の家屋浸水被害など、甚大な被害が発生。

○平成２４年７月出水を踏まえて、平成２６年６月に「矢部川水系河川整備基本方針」を
変更。

対応方針（案）

○社会を取り巻く状況の変化を踏まえて、矢部川水系河川整備計画の変更（原案）につ
いて検討を行う。

○矢部川水系河川整備計画の変更（原案）については引き続き、矢部川学識者懇談会
にて意見を伺う。
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